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ヘルスポートだより
磐田市の住民健診での取り組み

　当協会の（受託）事業をご紹介致します。
　今回は、磐田市の住民健診での取り組みをご紹介致します。住民の皆様を対象とし
たがん検診と磐田市国保の皆様を対象とした特定健診を受託しております。がん検診
は、「総合がん検診」として全てのがん検診が原則一度で済ませられることが特徴です。
なお、肺がん検診は、大腸がん検診とともに市内各地区での巡回健診としても併せて
実施しており、受診機会向上に役立っております。
　特定健診については、今年度から磐田市や医療保険者の皆様のご協力により磐田市
国保以外の被用者保険他の皆様も受診できるようになり、一層の利便性向上が図られ
ました。
　このことから、市民であればが
ん検診と特定健診が同時実施でき
る環境が整い、県内でも先進的な
取り組みとなっております。
　実施にあたっては、市の施設な
どを会場として、レントゲン車な
どの必要機材を配置し、半日でお
おむね150名程度を最大として受
診をいただいております。事前予約制により待ち時間の軽減を図っております。
　今年度の実施は11月頃までを予定しておりますが、受診をお考えの場合は早めのご
予約をお願い致します。受診についてのお問い合わせは、予約センター（電話0538－
44－1088）までご連絡ください。参考までに被用者保険他の特定健診は市民以外の方
でも受診可能です。また磐田市の住民健診での取り組み全般に関するお問い合わせは、
西部検査所渉外担当（電話053－422－7800）までお願い致します。
� （西部検査所　健康増進課　濱島俊輔）

～ＭＲＩ・ＣＴが新しくなります～
　「新ヘルスポート」では使用する医療機器についても更新をし、最新の機器を
取り揃え皆様のご利用をお待ちしております。今回はその「新ヘルスポート」に
新しく導入される医療機器についてご紹介いたします。

① 1.5T　ＭＲＩ装置導入
◇1.5T　ＭＲＩとは
　ＭＲＩは磁力を使って体の様々な断
面像を撮像します。従来の装置は0.5T
（磁力の大きさを表す単位）でしたが、
新しく導入されるものは1.5Tという高
い磁場のものになります。磁場が高け
れば高い程画質は良くなり、より診断能力が高まります。

◇撮像時間の短縮
　従来の装置は脳ドック撮像時間に約35～40分を要してい
ましたが、新しい装置では約20～25分と格段に短縮されます。
これにより受診者の負担を軽減することができます。
◇静かな検査（pianissimo機構）
　従来の装置は検査時に工事現場のような激しい音がして

いました。また、通常磁場が高ければ高い程音も大きくなるのですが、新しい装
置は静音機構“pianissimo”になり、検査騒音が低減され、受診者の音への緊張と
不安が軽減されます。
◇開放的な検査
　従来の装置に比べて架台長が約50㎝も短くなりまし
た。明るく開放的な短軸架台によって、リラックスし
て検査を受けていただくことができます。

②マルチスライスＣＴ装置導入
◇マルチスライスＣＴとは
　従来のシングルスライスＣＴでは、
１回転で１スライスの断層画像の撮影
しかできませんでしたが、マルチスラ
イスＣＴでは１度に複数枚の断層画像
を撮影することができます。今回導入
する装置はＸ線検出器が16列となり、１回転で最大16スライスを一度に撮影でき
るようになります。高精細な画像によって、より細かな画像診断が行えます。

◇放射線被曝の低減
　Ｘ線量をコントロールできるため、診断に必要な画質を得
るために必要な最低限の線量で撮影が可能となり、従来と比
べ大幅に被曝が低減されます。
◇大腸検査が可能に
　当センターでは従来、大腸の検査方法

は大腸Ｘ線造影のみでしたが、この装置の導入により、大腸
検査をＣＴで実施できるようになります。今後は人間ドック
のオプション項目として取り入れていく予定です。

　「新ヘルスポート」では、今回ご紹介したもの以外にも機器を更新し、全ての
機器がデジタル化される予定でおります。皆様にはより快適に受診していただけ
るようになりますので、是非ご期待ください。
� 総合健診センター　健康増進課　増田友美　

～ＭＲＩ・ＣＴが新しくなります～
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現在実施している検査項目 タンデムマス法を導入する
と可能になる検査項目

アミノ酸代謝異常症（3疾患） アミノ酸代謝異常症
フェニルケトン尿症
メ－プルシロップ尿症
ホモシスチン尿症

現在測定している3疾患と
シトルリン血症　など計５疾患

有機酸代謝異常症
メチルマロン酸血症
イソ吉草酸血症　など計7疾患

脂肪酸代謝異常症
中鎖アシルCoA脱水素酵素欠損症
極長鎖アシルCoA脱水素酵素欠損症
など計4疾患

タンデムマス法では測定できない為現法で測定

ガラクト－ス血症
クレチン症
先天性副腎過形成症

ガラクト－ス血症
クレチン症
先天性副腎過形成症

（健診実施時の検診車配置の様子）

タンデムマス質量分析計
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